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研究成果の概要（和文）：　本研究では，言語使用における繰り返されるパターンから創発する構文が言語知識
の中心を占めるという構文文法の観点から，構文の中でも具体性が高く，談話内で特定の機能と結びつく，具体
性の高い構文を研究するための理論と方法論の考察を行った。研究の結果，様々な具体レベルの構文が発掘され
るとともに，コーパスを用いた実証的な方法論も具体的に提示した。また，理論的な考察に基づいて『ベーシッ
ク英語構文文法』（ひつじ書房）が刊行されると同時に，人間の言語知識に関する多くのシンポジウムやワーク
ショップでの講演や発表を行った。

研究成果の概要（英文）：This study investigates 'concrete level constructions' that encompass 
specific words and open slots from the perspective of construction grammar. These constructions 
emerge directly in usage and have significant theoretical implications for our understanding of 
language. Consequently, this study aims to: 1) identify various concrete constructions with 
discourse and pragmatic functions, and 2) elaborate on corpus-based methods. Some of the 
achievements of this study have been presented in the book 'Basics of English Construction Grammar,'
 as well as in various linguistics symposiums to which I have been invited.

研究分野： 英語学

キーワード： 構文文法　認知言語学　用法基盤モデル　コーパス　談話機能
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　「言語使用の中から創発する言語知識のありよう」の検討を行った本研究は，自然言語処理やロボティクスな
どの他分野でも注目され，言語処理学会のチュートリアルに招かれ，300名以上の会員の前で講演を行ったり，
日本認知言語学会においてロボティクスと言語学の学際的なワークショップを行った。同時に，日本英語学会，
日本語文法学会，日本英文学会，JACETなど，言語関係の学会のシンポジウムに招待され講演を行った。また，
社会的な還元として，『英語教育』（大修館）での執筆や，英語教師に向けたワークショップでの講演，朝日カ
ルチャーセンターでの講義も行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 言語学の最終的な目的「人間の言語知識はどのような形をしており、どのように獲得されるか」
を解明することである。この問いに取り組む言語理論の一つに、構文文法論がある（Fillmore et 
al. 1988; Goldberg 1995）。構文文法論では、人間が持つ言語知識は、具体的な語彙であっても
抽象的な文法規則であっても、言語使用の中から繰り返し現れるパターンから抽出され、そのパ
ターンが一般化・抽象化することで習得されると考える用法基盤モデルの考え方を採用する。し
かし、理念とは対照的に、現在の構文の研究の多くはデータや方法論については伝統的な言語学
の手法を継承しており、用法基盤の分析を行う上で、以下の点が不十分である。 

1) 言語使用に注目するとしながら、主な考察対象は文脈から切り離された単文である。 
2) 抽象的な構文の分析が中心であり、イディオム構文や項目依拠構文（ item-based 

construction）等の具体レベルの構文の分析が進んでいない。 
3) 構文の形式面を構成するパラ言語的・非言語的要素がほとんど分析されていない。 
4) 構文の心的な実在性や社会・文化的基盤に関する学際的な考察がほとんど見られない。 

 現在、言語コーパスの急速な整備と統計手法の発達により、大量かつ多様な言語データから、
容易にパターンの抽出や頻度の偏りの集計を行うことができ、実際の言語使用から立ち現れる
構文の姿を捉える環境は整っている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，「人間の言語知識が発話の中から抽出され一般化することで定着するものならば、
言語知識は想定されているような静的・抽象的かつ体系的に適用されるものではなく、具体性の
高い構文のネットワークからなるのではないだろうか」という学術的な問いのもと，主にコーパ
スや心理実験等の実証性の高い方法論を用い、構文が持つ言語的な特徴だけでなく、パラ言語
的・非言語的特徴も考慮しながら、具体レベルの構文が持つ形式と意味の特性を検証していく。 
 具体的には，研究の目的は以下の二点にまとめられる。 

1) コーパスと心理実験を用いて、具体レベルの構文を発掘し、その特性の記述を行う。 
2) 構文を分析するための実証的な方法論を提示する。 

 
３．研究の方法 
 研究の方法は以下のようにまとめられる。 

1) 具体レベルの構文の研究 
 英語のコーパスを用いて，人間が持つ言語知識の中心を占めると考えられる構文が持つ特
性に関する研究を行った。具体的には，前置詞句の補語句として機能する前置詞句や，better 
off 構文などの具体レベルの構文を発掘し，コーパス内での振る舞いを調査することで，構文
が持つ，文法的，意味的，談話的機能に関して定量的に示した。 
2) 構文文法の理論的な精緻化 
 構文文法が想定する言語知識のありように関する理論的な考察を行った。特に，これまでの
構文研究を用法基盤モデルの観点からまとめると同時に，構文文法の隣接分野である談話機
能言語学との理論の融合を図るために，学際的な研究を行った。 
3) 言語を分析するための方法論の開拓 
 言語研究を行うための実証的な分析手法に関する検討を行った。特に，言語使用の中から創
発する言語知識のありようを探求する用法基盤モデルにとって，近年の深層学習に基づく大
規模言語モデルが，有力な仮説の検証手段になる可能性を検討した。特に，両モデルの共通点
を示すとともに，発話された言語を扱う際に，コーパスを補強する方法論としての深層学習の
可能性を検討した。 
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